
腎
臓
の
炎
症
を
ブ
ラ
イ
ト
病
と
称
し
、
急
性
腎
炎
、
慢
性
腫
大

腎
、
萎
縮
腎
の
三
期
に
分
け
て
い
る
。
ほ
か
に
遊
走
腎
、
腎
孟
炎
、

腎
石
、
腎
結
核
等
を
述
べ
て
い
る
が
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
は
全
く
記
述
が

な
い
。

（
愛
知
県
幡
豆
郡
）

ロ
ン
ド
ン
水
晶
宮
で
の
一
八
五
一
年
の
博
覧
会
以
来
、
ほ
ぼ
五
年

毎
に
万
国
博
覧
会
は
開
催
さ
れ
た
・
万
国
博
は
、
参
加
国
の
経
済
的
、

技
術
的
ま
た
は
文
化
的
発
展
を
誇
示
し
、
産
業
博
覧
会
と
し
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。
一
八
八
○
年
夏
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
有
力
実

業
家
達
は
、
万
国
博
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
開
催
を
計
画
し
た
。
オ
ラ

ン
ダ
の
工
業
の
停
滞
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
の
で
、
産
業
博
覧
会

で
は
な
く
、
テ
ー
マ
を
「
世
界
の
植
民
地
と
輸
出
品
」
と
定
め
、
一

八
八
三
年
の
五
月
か
ら
十
月
ま
で
、
半
分
完
成
し
て
い
た
国
立
博
物

館
裏
を
会
場
と
し
て
博
覧
会
は
開
催
さ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
医
学
会
の
指
導
で
、
こ
の
植
民
地
博
覧
会
は
、
医
学
部

門
も
含
ま
れ
た
。
委
員
会
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
医
学
部
国
］
・

陣
鼻
爵
教
授
を
委
員
長
と
し
、
協
力
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
一

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
植
民
地
博
覧
会
（
一
八
八
三
）

医
学
部
門
に
参
加
し
た
日
本
と
そ
の
展
示
品

の
日
本
四
一
病
院
見
取
図
に
つ
い
て

○
石
田
純
郎
Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス
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八
八
三
年
九
月
に
、
国
際
植
民
地
医
学
会
議
も
開
催
し
た
。
こ
の
テ

ー
マ
で
開
か
れ
た
最
初
の
学
術
集
会
で
あ
っ
た
。
国
際
植
民
地
医
学

会
議
の
目
的
は
、
植
民
地
や
熱
帯
諸
国
の
予
防
的
医
療
的
施
策
の
実

地
上
の
あ
る
い
は
科
学
的
な
意
義
づ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
博
覧
会
と

会
議
は
、
主
に
欧
州
で
植
民
地
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
そ
し

て
オ
ラ
ン
ダ
が
中
心
的
役
割
を
果
し
た
。
イ
ン
ド
、
’
－
１
１
．
サ
ウ

ス
・
ゥ
エ
ー
ル
ズ
、
ビ
ク
ト
リ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
蘭
領
イ
ン
ド

等
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
代
表
は
、
全
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
か

ら
選
出
さ
れ
た
。
唯
一
の
例
外
が
日
本
で
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
唯
一

の
独
立
国
で
非
植
民
地
で
あ
っ
た
が
参
加
し
た
。
ち
な
糸
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
日
本
の
一
七
世
紀
以
後
の
医
学
は
、
今
で
も
植
民
地

医
学
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
参
加
は
、
日
本
に
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る
お
雇
い
オ
ラ
ン

ダ
人
医
師
と
、
日
本
人
同
僚
医
学
者
と
の
間
の
連
絡
に
よ
り
決
定
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
グ
ロ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
薬
学
部
国
○
．
国
匡
鴎
①

教
授
は
、
組
織
委
員
会
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
で
注
目
す

べ
き
重
要
な
働
き
を
し
た
。
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
七
八
年
に
、
彼

は
東
京
司
薬
場
で
働
き
、
こ
の
司
薬
場
は
衛
生
局
の
下
位
組
織
で
あ

っ
た
。
衛
生
局
の
薬
化
学
者
柴
田
承
桂
は
、
彼
は
ま
た
日
本
公
衆
衛

生
学
の
創
始
者
で
も
あ
る
が
、
日
本
政
府
公
式
代
表
と
し
て
、
こ
の

博
覧
会
に
参
加
し
た
。
柴
田
は
後
に
プ
ラ
ッ
ハ
が
関
係
し
た
東
京
司

薬
場
で
、
一
八
七
五
年
に
数
ヶ
月
間
働
い
た
。
柴
田
は
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
、
ム
に
滞
在
中
、
博
覧
会
審
査
委
員
会
委
員
及
び
、
会
議
の
名
誉
会

長
を
務
め
た
。

国
際
植
民
地
医
学
会
議
で
は
、
欧
州
人
が
日
本
に
関
す
る
研
究
を

発
表
し
た
。
例
え
ば
葛
・
国
．
く
§
号
同
国
の
乱
の
旨
と
国
・
国
砕
胃
号
①

の
よ
う
に
。
ヘ
ー
デ
ン
は
一
八
七
四
年
に
来
日
、
新
潟
・
神
戸
・
東

京
・
横
浜
で
働
き
、
一
八
九
四
年
に
帰
国
し
た
。
一
八
八
三
年
の
彼

の
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
一
時
帰
国
の
際
、
組
織
委
員
会
長
鴎
鼻
鳥
の
実

験
室
で
働
い
た
。
ヘ
ー
デ
ン
の
発
表
は
、
穎
粒
細
胞
と
種
々
の
結
合

組
織
の
細
菌
的
起
源
を
主
張
す
る
仮
説
で
あ
っ
た
。
一
方
シ
ョ
イ
ベ

は
一
八
七
七
年
か
ら
一
八
八
一
年
ま
で
京
都
療
病
院
教
師
を
務
め

た
。
彼
は
日
本
の
脚
気
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
ベ
ル
ッ
を
共
同
研
究

者
と
し
、
そ
の
中
で
シ
ョ
イ
ベ
は
、
脚
気
は
沼
沢
地
由
来
の
感
染
症

だ
と
結
論
づ
け
た
。
日
本
と
ジ
ャ
ワ
で
作
製
し
た
顕
微
鏡
用
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
を
示
説
し
て
、
脚
気
に
お
け
る
末
梢
神
経
の
炎
症
の
主
要
な

病
理
的
変
性
を
示
し
、
風
土
病
性
の
多
発
性
神
経
炎
と
い
う
学
術
的

概
念
を
提
唱
し
た
。
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会
議
に
は
貢
献
し
な
か
っ
た
日
本
も
、
博
覧
会
医
学
部
門
へ
は
参

加
し
た
。
組
織
委
員
会
は
三
つ
の
テ
ー
マ
を
与
え
た
。
そ
れ
は
ま

ず
、
植
民
地
に
お
け
る
衛
生
状
態
、
次
に
公
衆
衛
生
体
制
、
最
後
に

病
院
と
施
療
院
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
日
本
は
そ
の
全
て
の
テ
ー
マ

に
応
じ
、
衛
生
局
製
作
の
展
示
品
を
供
覧
し
て
参
加
し
た
。
当
時
衛

生
局
長
は
長
与
専
斎
で
あ
っ
た
。
展
示
品
は
温
泉
の
写
真
、
気
候
を

示
す
グ
ラ
フ
、
コ
レ
ラ
流
行
時
の
患
者
数
と
死
亡
数
、
コ
レ
ラ
の
流

行
と
そ
の
強
さ
を
示
す
地
図
、
全
国
病
院
見
取
図
と
各
病
院
の
患
者

数
．
死
亡
者
数
動
態
等
で
あ
っ
た
。
病
院
見
取
図
は
金
メ
ダ
ル
に
輝

い
た
。
日
本
の
衣
類
に
使
わ
れ
て
い
る
繊
維
の
物
理
的
衛
生
的
特
性

の
分
析
結
果
を
示
し
た
表
が
準
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
病
院
統
計
と

病
院
見
取
図
の
大
部
分
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
に
現
存
し
て
お
り
、
二
八
病

院
の
衛
生
統
計
と
、
四
一
病
院
見
取
図
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

病
院
見
取
図
は
、
一
八
八
三
年
以
前
二
’
三
年
内
に
作
製
さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
、
東
京
芝
総
合
病
院
、
横
浜
総
合
病
院
、
新
潟
総
合
病

院
、
京
都
総
合
病
院
、
大
阪
総
合
病
院
、
岡
山
総
合
病
院
、
長
崎
総

合
病
院
等
四
一
病
院
に
及
ぶ
。
一
帖
大
の
カ
ラ
ー
の
美
し
い
図
で
、

合
病
院
等
四
一
病
院
に
垂

そ
の
一
部
を
供
覧
す
る
。

別
の
観
点
か
ら
拳
る
と
、
こ
の
博
覧
会
に
参
加
し
た
日
本
は
、
衛

生
局
が
創
設
さ
れ
十
年
の
間
の
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
成
功

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
大
衆
に
印
象
づ
け
た
。
日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈

の
レ
ベ
ル
ま
で
持
ち
上
げ
る
と
い
う
明
治
政
府
の
目
標
は
、
既
に
こ

の
博
覧
会
で
一
部
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
菱
水
島
病
院
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
）
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